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　６月定例会において、平成27年度の「一般会計予算」、「特別会計予算」、「企業会計予算」を可決しました。
　平成27年度の当初予算は、一般会計で1兆7,770億円、特別会計で6,105億円、企業会計で90億円の規模であり、
一般会計では前年度当初予算に比べ、1,052億円、6.3％の増で、過去最大となっています。

平成27年度 当初予算当初予算が成立成立当初予算当初予算が成立成立当初予算が成立当初予算が成立

当初予算の事業のうち主なものをご紹介します。当初予算の事業のうち主なものをご紹介します。当初予算の事業のうち主なものをご紹介します。

水素エネルギー戦略推進費 ［134,286千円］
●地元企業参入のための部品・製品開発等助成
　……………………………………………39,471千円
●地元企業参入のための人材育成支援費…2,721千円
●産学官連携による中小企業の水素機器用ゴム製品
　開発支援…………………………………14,995千円

★水素社会の実現に向けて

新

認知症高齢者地域支援費 ［16,231千円］
●認知症介護指導者養成研修事業費………5,297千円
●認知症サポーター養成促進費……………2,043千円

地域医療総合確保事業費 ［3,972,199千円］
●健康長寿のための医療・介護の拠点づくり事業費
　……………………………………………45,750千円

★共助社会の実現に向けて

新

新

ふくおかスポーツ夢体験事業費 ［3,584千円］
●トップアスリートによるスポーツ教室の開催14か所

地域スポーツ活性化事業費 ［34,820千円］
●2020年オリンピック東京大会に向けたスポーツの
　普及やアスリートの育成等

総合型地域スポーツクラブ設立推進費
［1,001千円］
●世代・種目を越えてスポーツを楽しむクラブの設立支援

●ラグビーワールドカップ2019福岡開催費 ［33,334千円］
●大会の開催に伴う組織委員会への分担金

★スポーツの振興

世界文化遺産登録推進費 ［79,898千円］
●「明治日本の産業革命遺産」の世界文化遺産登録推進費
　●世界遺産登録記念事業費…………………………………8,906千円
　●三池港来訪者用駐車場等整備費…………………………5,877千円

●「『神宿る島』宗像・沖ノ島と関連遺産群」の
　世界文化遺産登録推進費
　●来訪者用ガイダンス機能検討費
　　……………………………5,307千円
　●景観ガイドライン策定費…5,486千円
　●国際イコモス年次総会福岡開催費
　　……………………………10,142千円

★世界遺産

新

新

新

新

新

　

６
月
定
例
会
は
、６
月
17
日
に
招

集
さ
れ
、７
月
14
日
ま
で
28
日
間
の

会
期
で
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
に
は
、「
平
成
27
年
度

福
岡
県
一
般
会
計
予
算
」な
ど
の
予

算
議
案
20
件
、条
例
議
案
12
件
、専

決
処
分
し
た
も
の
に
つ
い
て
報
告
し

承
認
を
求
め
る
議
案
１
件
、工
事
請

負
契
約
の
締
結
に
関
す
る
議
案
10

件
、経
費
負
担
に
関
す
る
議
案
３

件
、人
事
に
関
す
る
議
案
３
件
、そ

の
他
の
議
案
１
件
、計
50
件
の
議
案

が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

審
議
に
当
た
って
は
、財
政
問
題
、

地
方
創
生
、医
療
制
度
、感
染
症
対

策
、観
光
振
興
、災
害
対
策
、農
林
水

産
問
題
な
ど
県
政
全
般
に
わ
た
り

活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、７
月
１
日
に
は
、予
算
特

別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、付
託
さ
れ

た「
平
成
27
年
度
福
岡
県
一般
会
計

予
算
」な
ど
20
件
の
予
算
議
案
に
つ

い
て
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

審
議
の
結
果
、提
出
さ
れ
た
議
案

50
件
に
つい
て
は
、い
ず
れ
も
原
案
の

と
お
り
可
決
、承
認
ま
た
は
同
意
さ

れ
ま
し
た
。

（
６
面
に
予
算
特
別
委
員
会
の
概
要

を
掲
載
し
て
い
ま
す
。）

定
例
会
の
概
要

平
成
二
十
七
年
六
月

地域子ども・子育て支援事業費
［3,111,492千円］
●市町村が実施する地域子ども・子育て支援事業に
　対する助成

保育所職員等研修費 ［31,983千円］
●保育所職員の研修等

女性の活躍推進費 ［16,600千円］
●ふくおか国際女性会議（仮称）の開催……8,715千円

★子育て、女性

新

●農山漁村魅力発信事業費 ［11,240千円］
●農山漁村の魅力ある地域資源を都市へ発信する
　交流会の開催等……………………………9,517千円

●農山漁村と都市との交流推進……………1,723千円

★農山漁村の魅力発信

新

新

●正規雇用促進特別対策費 ［11,876千円］
●正規雇用促進企業支援センターの設置…………………………………………5,175千円
●正規雇用化に取り組む企業への雇用促進アドバイザー派遣…………………6,701千円

★雇　用

新

●北九州空港広域アクセス向上事業費
［79,792千円］
●北九州空港と福岡都市圏を直接結ぶリムジンバスの
　運行事業者に対する助成………………66,357千円
●リムジンバス及び
　北九州空港
　就航路線の広報
　……13,435千円

★北九州空港

新

★安全・安心

飲酒運転撲滅運動推進費
［19,310千円］
●ドライバーへの飲酒運転
　撲滅啓発費……4,048千円

●飲酒運転者やその家族等に
　対する相談窓口の設置
　…………………2,316千円

●危険ドラッグ撲滅対策費 ［47,929千円］
●危険ドラッグの取締り強化………………24,886千円
●危険ドラッグ等薬物乱用防止啓発………12,185千円

●「ニセ電話詐欺」対策費 ［2,311千円］
●金融機関等と連携した水際対策を強化する
　防犯チェックシートの作成…………………268千円
●捜査用資機材の整備………………………2,043千円

新

新

新

新
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代表質問から※ここに掲げている質問は、代表質問の一部を抜粋したものです。

Ｑ　

日
本
医
師
会
と
日
本
獣

医
師
会
の
会
長
は
、
共
に
福

岡
県
出
身
。
行
政
、
医
師
会
、

獣
医
師
会
連
携
の
も
と
、
わ

が
国
の
危
機
管
理
の
向
上
に

福
岡
県
が
先
鞭
を
つ
け
る
べ

き
。
知
事
の
考
え
を
聞
く
。

Ａ　

世
界
的
に
「
人
と
動
物

の
共
通
感
染
症
」
が
増
加
。

県
医
師
会
と
県
獣
医
師
会
は
、

他
の
都
道
府
県
に
先
駆
け
て

学
術
協
力
の
協
定
を
締
結
さ

れ
た
。
県
も
共
通
感
染
症
対

策
と
し
て
県
医
師
会
、
県
獣

医
師
会
、
学
識
経
験
者
で
構

成
す
る
協
議
会
を
設
置
し
、

「
医
療
・
獣
医
療
と
の
連
携
」

や「
ア
ジ
ア
防
疫
セ
ン
タ
ー（
仮

称
）」
な
ど
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
る
。
ま
た
、
共
通
感
染

症
発
生
を
想
定
し
た
訓
練
や

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
昨
年
度
に
引

き
続
き
実
施
。
食
の
安
全
、

災
害
時
の
対
応
な
ど
の
分
野

に
お
い
て
も
、
県
医
師
会
、

県
獣
医
師
会
か
ら
意
見
を
い

た
だ
き
な
が
ら
、
連
携
の
あ

り
方
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て

い
く
。

Ｑ　

当
初
予
算
は
一
般
歳
出
、

投
資
的
経
費
と
も
マ
イ
ナ
ス

計
上
。
主
要
政
策
課
題
へ
の

取
り
組
み
姿
勢
を
問
う
。 

Ａ　

地
方
創
生
に
加
え
、
財

政
健
全
化
に
も
配
慮
し
た
。

公
共
事
業
は
補
助
事
業
費
が

14
・
８
％
減
少
す
る
中
、
必

要
な
単
独
事
業
費
を
措
置
し

て
全
体
で
５
・
８
％
減
に
止
め

た
。「
景
気
の
回
復
と
魅
力
あ

る
雇
用
の
場
の
創
出
」の
た
め
、

各
地
域
の
特
性
、
資
源
を
活

か
し
て
産
業
振
興
を
図
る
。

少
子
化
対
策
も
ラ
イ
フ
ス
テ
ー

ジ
に
合
わ
せ
た
き
め
細
か
な
施

策
を
総
合
的
に
推
進
。「
た
く

ま
し
い
グ
ロ
ー
バ
ル
な
人
材
の

育
成
」
で
は
「
新
し
い
人
材

育
成
策
」
を
打
ち
出
し
て
い

く
。「
安
心
し
て
生
活
で
き
る

共
助
社
会
の
実
現
」
に
向
け
、

医
療
、
介
護
、
予
防
、
住
ま
い
、

生
活
支
援
と
い
っ
た
サ
ー
ビ
ス

を
市
町
村
と
一
体
と
な
っ
て
推

進
し
て
い
く
。
こ
れ
ら
は
２
月

補
正
予
算
の
消
費
喚
起
対
策
、

人
口
減
少
対
策
と
一
体
的
に
実

施
し
、
地
方
創
生
に
向
け
た

成
果
を
着
実
に
あ
げ
て
い
く
。

Ｑ　

乳
幼
児
医
療
費
支
給
制

度
の
拡
充
を
早
急
に
行
う
べ

き
。
方
針
を
尋
ね
る
。

Ａ　

こ
の
制
度
は
市
町
村
が

実
施
す
る
助
成
制
度
全
体
の

底
上
げ
を
図
り
、
乳
幼
児
の

健
康
保
持
及
び
子
育
て
家
庭

の
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
目

的
と
す
る
。
現
在
、
両
政
令

市
を
含
め
、
半
数
以
上
の
市

町
村
が
就
学
前
と
し
て
い
る
通

院
の
助
成
対
象
年
齢
を
小
学

６
年
生
ま
で
引
き
上
げ
、
入

院
に
つ
い
て
も
小
学
６
年
生
ま

で
と
す
る
こ
と
を
基
本
に
考

え
て
い
る
。
県
の
み
な
ら
ず
市

町
村
に
も
大
き
な
財
政
負
担

が
生
じ
る
こ
と
か
ら
、
自
己

負
担
の
あ
り
方
も
含
め
、
総

合
的
に
制
度
設
計
を
行
っ
た
上

で
、
市
町
村
と
の
協
議
を
進

め
、
平
成
28
年
度
中
の
実
施

を
目
指
し
て
い
く
。

Ｑ　

麻
生
県
政
以
降
、
三
度

の
行
財
政
改
革
で
、
一
般
職
員

２
，７
０
０
人
の
削
減
、
約
５

千
億
円
の
縮
減
を
実
現
し
た
。

職
員
に
も
多
大
な
負
担
を
強

い
て
平
成
26
〜
28
年
度
で
進

め
て
い
る
財
政
改
革
推
進
プ

ラ
ン
の
目
標
は
今
年
度
末
で

ほ
ぼ
達
成
す
る
と
考
え
る
が
、

今
年
度
で
中
止
す
る
か
、
見

直
す
考
え
は
な
い
か
。

Ａ　

県
は
職
員
の
負
担
に
十

分
配
慮
し
な
が
ら
プ
ラ
ン
を
推

進
し
て
い
る
。
今
年
度
、
歳

入
と
歳
出
の
差
40
億
円
を
財

政
調
整
等
三
基
金
か
ら
取
り

崩
す
形
で
あ
り
、「
三
基
金
の

取
り
崩
し
に
頼
ら
な
い
財
政

運
営
を
実
現
す
る
」
と
い
う

目
標
は
未
達
成
で
あ
る
。
見

直
し
は
目
標
の
達
成
状
況
を

十
分
見
極
め
、
国
が
策
定
す

る
「
経
済
・
財
政
再
生
計
画

（
仮
称
）」
の
動
向
も
踏
ま
え

て
検
討
し
て
い
く
。

Ｑ　

本
県
で
は
臨
時
財
政
対

策
債
に
係
る
交
付
税
算
入
額

と
実
際
の
償
還
額
に
差
が
あ

り
、
年
々
償
還
不
足
額
が
増

加
し
て
い
る
。
不
足
額
は
最

大
ど
の
程
度
に
な
る
と
見
越

し
て
い
る
か
。

Ａ　

臨
時
財
政
対
策
債
を
今

後
も
平
成
26
年
度
決
算
見
込

額
と
同
額
を
発
行
せ
ざ
る
を

得
な
い
と
仮
定
し
て
試
算
す
る

と
、
返
済
総
額
と
交
付
税
算

入
総
額
の
差
が
最
大
に
な
る
の

は
平
成
35
年
度
、
発
行
総
額

は
２
兆
５
千
億
円
程
度
、
差

額
は
９
２
６
億
円
程
度
と
見
込

ま
れ
る
。
こ
の
県
債
は
、
必
要

な
額
を
毎
年
度
確
実
に
減
債

基
金
に
積
み
立
て
て
返
済
し
て

お
り
、
36
年
度
以
降
は
年
平

均
40
億
円
程
度
を
23
年
間
積

み
立
て
、
返
済
し
て
い
く
こ
と

に
な
る
。
今
後
と
も
税
源
の
涵

養
（
か
ん
よ
う
）
を
図
る
と
と

も
に
、
財
政
健
全
化
に
全
力

で
取
り
組
み
、
計
画
ど
お
り

に
返
済
を
進
め
て
い
く
。

Ｑ　
「
明
治
日
本
の
産
業
革
命

遺
産
」
で
推
薦
候
補
リ
ス
ト

か
ら
除
外
さ
れ
た
資
産
と
そ

の
他
県
内
に
残
っ
て
い
る
近
代

化
産
業
関
連
資
産
の
保
存
と

活
用
に
つ
い
て
問
う
。
ま
た
、

炭
鉱
や
工
場
で
の
過
酷
な
労

働
の
歴
史
を
後
世
に
伝
え
て

い
く
こ
と
に
つ
い
て
の
所
見
を

聞
く
。

Ａ　

除
外
さ
れ
た
資
産
は
「
明

治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
」

と
密
接
に
関
連
し
た
貴
重
な

資
産
で
あ
り
、
重
要
な
観
光

資
源
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

県
と
し
て
適
切
な
管
理
と
保

存
に
努
め
る
と
と
も
に
、
関

係
市
町
村
や
観
光
協
会
と
連

携
し
、
石
炭
と
こ
れ
を
運
ん

だ
鉄
道
や
船
、
港
、
炭
鉱
労

働
者
の
暮
ら
し
や
食
文
化
な

ど
の
要
素
で
ス
ト
ー
リ
ー
を
作

り
、
観
光
ル
ー
ト
と
し
て
広
く

国
内
外
に
情
報
発
信
し
て
い

く
。
ま
た
、
囚
人
労
働
や
悲

惨
な
炭
鉱
事
故
、
三
池
争
議

な
ど
の
歴
史
が
あ
る
の
も
事
実

で
あ
り
、
後
世
に
き
ち
ん
と

語
り
継
い
で
い
く
こ
と
が
大
切

と
考
え
る
。

Ｑ　

首
都
圏
か
ら
の
移
住
・

定
住
推
進
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
伺
う
。

Ａ　

３
月
末
に
本
県
の
移
住
・

定
住
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
開

設
、
４
月
に
は
東
京
事
務
所

に
「
福
岡
よ
か
も
ん
・
よ
か

と
こ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
」
を
設
置
し
、
移
住
・

定
住
の
相
談
を
始
め
た
。
ま

た
、「
若
者
し
ご
と
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
」
で
は
、
首
都
圏
へ

の
進
学
者
な
ど
の
保
護
者
向

け
に
Ｕ
タ
ー
ン
就
職
相
談
を
始

め
た
。
今
年
度
は
、①
市
町
村

が
仕
事
と
住
居
を
準
備
し
て

県
外
の
人
に
「
お
試
し
居
住
」

し
て
も
ら
う
「
ふ
く
お
か
ト

ラ
イ
ア
ル
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
テ
イ
」

の
実
施
②
県
と
市
町
村
の
移

住
・
定
住
情
報
を
掲
載
し
た

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
作
成
③
市
町

村
と
合
同
で
就
職
、
就
農
、

住
ま
い
な
ど
移
住
に
関
す
る

総
合
的
な
相
談
を
行
う
「
ふ

く
お
か
移
住
・
定
住
フ
ェ
ア
」

の
東
京
開
催
、
を
新
た
に
行

う
。

Ｑ　

本
県
の
鳥
獣
被
害
に
つ
い

て
実
態
や
対
策
を
問
う
。

Ａ　

野
生
鳥
獣
に
よ
る
農
林

水
産
物
の
被
害
を
軽
減
す
る

た
め
、
侵
入
防
止
か
ら
捕
獲
、

捕
獲
獣
の
有
効
利
用
ま
で
の

対
策
を
一
体
的
に
行
っ
て
お
り
、

農
林
水
産
物
の
被
害
額
は
平

成
22
年
度
の
15
億
７
千
万
円

か
ら
、
25
年
度
は
12
億
４
千

万
円
に
減
っ
た
。
狩
猟
の
経
験

が
豊
富
で
捕
獲
技
術
の
指
導

が
で
き
る
方
を
25
年
度
か
ら

鳥
獣
捕
獲
マ
イ
ス
タ
ー
と
し
て

登
録
、
現
在
94
人
が
登
録
さ

れ
て
お
り
、
こ
の
方
々
が
地
域

で
指
導
活
動
を
行
う
経
費
を

市
町
村
に
助
成
し
て
い
る
。

新
た
な
狩
猟
者
確
保
の
た
め
、

狩
猟
免
許
の
取
得
経
費
も
助

成
。Ｉ
Ｔ
技
術
を
利
用
し
た

「
箱
わ
な
」
は
、
狩
猟
者
の
減

少
に
対
応
し
た
有
効
な
捕
獲

シ
ス
テ
ム
で
あ
る
た
め
、
市
町

村
な
ど
に
導
入
経
費
を
助
成

し
て
い
る
。

Ｑ　

災
害
時
に
緊
急
輸
送
道

路
と
な
る
路
線
の
空
洞
調
査

に
つ
い
て
問
う
。

Ａ　

道
路
の
路
面
下
の
空
洞

調
査
は
、
空
洞
を
発
見
し
、

道
路
の
陥
没
事
故
を
未
然
に

防
ぐ
た
め
に
実
施
さ
れ
る
。

本
県
で
は
災
害
対
策
上
、
重

要
な
緊
急
輸
送
道
路
を
主
な

対
象
に
、
平
成
25
年
度
か
ら

調
査
し
て
お
り
、
九
州
北
部

豪
雨
で
冠
水
し
た
県
南
地
域

の
道
路
に
つ
い
て
も
実
施
し

た
。
こ
れ
ま
で
、
県
が
管
理
し

て
い
る
緊
急
輸
送
道
路
１
，３

６
５
㎞
の
う
ち
４
１
０
㎞
を
調

査
し
、
対
策
が
必
要
な
84
か

所
の
空
洞
の
補
修
工
事
を
実

施
し
た
。
今
年
度
は
１
１
０
㎞

を
調
査
、
平
成
30
年
度
ま
で

に
す
べ
て
の
緊
急
輸
送
道
路
の

調
査
を
完
了
す
る
予
定
で
あ

る
。
調
査
の
結
果
や
補
修
工

事
の
実
施
状
況
、
今
後
の
調

査
対
象
路
線
な
ど
に
つ
い
て
取

り
ま
と
め
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
で
公
表
す
る
。

Ｑ　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
）
協
定
交
渉
に

対
す
る
政
府
の
姿
勢
に
不
信
、

不
安
が
広
が
っ
て
い
る
。
こ
れ

ま
で
の
対
応
と
今
後
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
知
事
の
認
識

を
問
う
。

Ａ　

地
域
産
業
の
維
持
・
発

展
や
住
民
福
祉
の
向
上
に
つ
な

が
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
地
方
へ
の
影
響
、
と
り
わ

け
食
料
の
安
定
供
給
、
自
然

環
境
の
保
全
と
いっ
た
多
面
的

で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い

る
農
林
水
産
業
へ
の
影
響
が
懸

念
さ
れ
る
。
政
府
に
は
、
重

要
５
項
目
を
守
る
こ
と
を
前

提
に
交
渉
入
り
し
た
こ
と
を

十
分
踏
ま
え
、
国
益
を
確
保

す
る
観
点
か
ら
判
断
し
て
も

ら
い
た
い
。
県
は
こ
れ
ま
で
も

国
に
十
分
な
情
報
提
供
を
求

め
る
と
と
も
に
、
安
易
に
妥

協
す
る
こ
と
な
く
強
い
姿
勢
で

交
渉
に
臨
む
よ
う
、
県
議
会

と
要
請
を
行
っ
て
き
た
。
６
月

に
は
九
州
地
方
知
事
会
で
も

要
請
活
動
を
行
っ
た
。
今
後

も
国
に
要
請
を
続
け
る
。

Ｑ　

稲
作
農
家
の
経
営
が
厳

し
く
な
る
中
、
水
田
農
業
の

振
興
に
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

Ａ　

米
価
下
落
が
続
く
中
、

稲
作
農
家
の
収
入
減
少
額
を

補
て
ん
す
る
際
の
基
準
額
も

年
々
低
下
し
、
補
て
ん
金
の
減

額
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
十
分

な
補
て
ん
が
得
ら
れ
る
よ
う
、

制
度
の
充
実
を
国
に
要
望
し

て
お
り
、
働
き
か
け
を
続
け

る
。
本
県
の
水
田
農
業
が
今

後
も
維
持
発
展
し
て
い
く
に

は
、
高
齢
化
を
踏
ま
え
た
安

定
し
た
担
い
手
の
確
保
、
経

営
力
の
強
化
、
米
の
消
費
拡

大
や
需
要
に
応
じ
た
生
産
も

必
要
だ
。
こ
の
た
め
担
い
手
に

農
地
を
集
積
す
る
農
地
中
間

管
理
事
業
の
推
進
に
加
え
、

コ
ン
バ
イ
ン
な
ど
の
導
入
、
園

芸
品
目
を
取
り
入
れ
た
経
営

の
複
合
化
な
ど
を
支
援
し
て
い

る
。
酒
造
組
合
か
ら
評
価
の

高
い
酒
米
「
夢
一
献
」
と
「
山

田
錦
」
の
生
産
拡
大
を
今
年

度
か
ら
進
め
る
。

Ｑ　

県
内
各
地
域
の
県
民
が

互
い
に
訪
問
し
合
う
「
域
内

観
光
」
の
振
興
に
つ
い
て
問

う
。

Ａ　
「
軍
師
官
兵
衛
」
福
岡
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
ゆ
か
り
の

市
町
村
一
体
で
観
光
客
を
増
や

す
た
め
に
取
り
組
み
、
朝
倉

市
の
円
清
寺
、
行
橋
市
と
み

や
こ
町
の
境
の
馬
ケ
岳
城
跡
と

いっ
た
、
従
来
あ
ま
り
観
光
地

と
考
え
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
地

域
に
県
内
各
地
か
ら
多
く
の

人
が
訪
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

今
年
度
は
産
業
観
光
を
テ
ー

マ
に
、
明
治
日
本
の
産
業
革

命
遺
産
を
は
じ
め
炭
鉱
関
連

遺
産
、
伝
統
工
芸
や
酒
蔵
な

ど
に
関
す
る
専
門
的
な
ガ
イ

ド
の
育
成
、
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
開
発
と
い
っ
た
受
け
入
れ
環

境
整
備
を
地
元
と
進
め
る
。

「
福
岡
よ
か
と
こ
旅
行
券
事

業
」
で
も
新
し
い
体
験
型
の

旅
行
商
品
の
企
画
を
進
め
て

い
る
。
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代表質問を終えて 会派を代表して行われた代表質問について、
各会派が分かりやすく説明します。

　

冒
頭
、
中
東
呼
吸
器
症
候
群
（
Ｍ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
）、
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
等
の
動
物
由
来
の
新
興
感
染
症
に
対
す
る
行
政
、
医
師

会
、
獣
医
師
会
が
連
携
し
た
危
機
管
理
に
つ
い
て
質
し
ま
し
た
。

知
事
は
、
世
界
医
師
会
、
世
界
獣
医
学
協
会
が
主
催
す
る
国

際
会
議
に
お
い
て
、
と
も
に
福
岡
県
人
で
あ
る
横
倉
日
本
医
師

会
会
長
・
藏
内
日
本
獣
医
師
会
会
長
の
両
会
長
が
講
演
さ
れ
た

こ
と
の
意
義
深
さ
に
つ
い
て
触
れ
、「
九
州
の
自
立
を
考
え
る
会

が
提
案
し
た
『
ア
ジ
ア
防
疫
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）』
の
あ
り
方
な

ど
に
つい
て
検
討
し
て
い
く
」
旨
の
方
針
を
示
し
ま
し
た
。

　

次
に
、
県
内
に
お
け
る
乳
幼
児
医
療
費
支
給
制
度
の
地
域
格

差
を
指
摘
し
、
政
令
市
を
含
め
半
数
以
上
の
市
町
村
が
就
学
前

と
し
て
い
る
通
院
の
助
成
対
象
年
齢
を
県
と
し
て
小
学
６
年
生

ま
で
引
き
上
げ
、
入
院
も
小
学
６
年
生
ま
で
を
新
し
く
県
費
に

よ
る
助
成
補
助
対
象
と
し
た
い
、
と
の
方
針
を
明
ら
か
に
さ
せ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
特
殊
詐
欺
対
策
に
つい
て
質
し
、
あ
ら
ゆ
る
手
法
を
駆

使
し
た
検
挙
対
策
を
強
力
に
推
進
し
、
抑
止
対
策
と
し
て
も
徹

底
し
て
行
う
と
い
う
警
察
本
部
長
の
方
針
を
得
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
ほ
か
先
に
ユ
ネ
ス
コ
か
ら
指
定
さ
れ
た
「
明
治
日
本
の
産

業
革
命
遺
産
」
の
本
県
関
係
分
の
取
り
組
み
や
、
知
事
と
北
九

州
市
長
と
の
ト
ッ
プ
会
談
等
に
つ
い
て
質
し
ま
し
た
。
ト
ッ
プ
会

談
に
つ
い
て
は
毎
年
定
期
的
に
開
催
し
た
い
と
い
う
明
確
な
方
針

が
示
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

自
民
党
県
議
団

　

本
県
は
平
成
26
年
度
か
ら
28
年
度
ま
で
の
３
年
間
で
進
め
る

「
財
政
改
革
推
進
プ
ラ
ン
」
の
取
り
組
み
の
柱
と
し
て
、
28
年
度

ま
で
に
①
財
政
調
整
等
三
基
金
の
取
り
崩
し
に
頼
ら
な
い
財
政

運
営
を
実
現
す
る
こ
と
と
、②
通
常
債
残
高
を
毎
年
確
実
に
減

少
さ
せ
る
こ
と
の
２
つ
の
方
針
を
立
て
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、

通
常
債
残
高
は
24
年
度
末
に
比
べ
て
７
４
０
億
円
圧
縮
す
る
見

込
み
で
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
の
当
初
予
算
で
は
、
三
基
金
か
ら
40
億
円
繰

り
入
れ
ま
す
が
、
平
成
25
年
度
以
降
、
実
際
は
繰
り
入
れ
ゼ
ロ

が
続
い
て
お
り
、
同
様
に
今
年
度
も
結
果
と
し
て
三
基
金
か
ら

繰
り
入
れ
を
行
わ
な
い
で
済
む
こ
と
が
充
分
予
想
さ
れ
ま
す
。

と
す
れ
ば
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
財
革
プ
ラ
ン
の
目
標
は
達
成
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
従
っ
て
、
今
回
の
財
革
プ
ラ
ン
の
目
標

が
達
成
さ
れ
れ
ば
、
そ
の
時
点
で
プ
ラ
ン
の
中
止
か
見
直
し
を
す

る
べ
き
で
は
な
い
か
と
質
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
回
の
質
問
で
国
に
代
わ
っ
て
発
行
す
る
臨
時
財

政
対
策
債
の
発
行
総
額
が
平
成
35
年
度
で
、
約
２
兆
５
，０
０

０
億
円
と
な
り
、
そ
の
返
済
の
た
め
の
積
立
不
足
額
が
９
２
６

億
円
に
の
ぼ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
問
題
は
、
一

般
財
源
と
し
て
先
に
使
っ
て
し
ま
う
た
め
、
36
年
度
以
降
は

そ
の
分
を
毎
年
一
般
財
源
か
ら
40
億
円
ず
つ
補
填
し
、
以
降

23
年
間
に
亘
っ
て
返
済
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
と
い
う
こ

と
で
す
。

民
主
・
県
政
県
議
団

　
「
平
成
27
年
度
予
算
で一
番
力
を
入
れ
た
点
は
」
と
の
問
い
に

知
事
は
、「
持
ち
直
し
て
き
た
県
経
済
の
回
復
を
し
っ
か
り
し
た

も
の
に
し
、県
民
の
皆
さ
ん
が
そ
れ
を
実
感
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

地
方
創
生
に
向
け
い
か
に
地
域
を
元
気
に
し
て
い
く
か
」
の
２
点

に
力
を
入
れ
た
と
答
弁
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
中
小
企
業
振
興
条
例
に
つ
い
て
、「
実
効
性
の
あ
る
条

例
を
９
月
議
会
で
提
案
し
、
関
係
者
の
役
割
や
、
中
小
企
業
の

成
長
段
階
に
あ
わ
せ
て
創
業
の
促
進
、
経
営
基
盤
の
強
化
、
新

た
な
事
業
展
開
と
いっ
た
、
中
小
企
業
が
成
長
発
展
を
図
る
た

め
に
必
要
な
施
策
に
つい
て
定
め
る
」
と
答
弁
さ
れ
ま
し
た
。

　

中
小
企
業
対
策
に
関
連
し
、
中
小
企
業
に
よ
る
大
企
業
等
の

未
利
用
特
許
の
活
用
に
つ
い
て
は
、「
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
未
利

用
特
許
開
放
の
働
き
か
け
や
、
自
社
の
未
利
用
特
許
の
活
用
を

促
す
個
別
相
談
会
の
開
催
に
よ
り
、
有
効
活
用
で
き
る
環
境
づ

く
り
に
努
め
る
」
と
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
４
年
前
に
提
案
し
、
今
回
３
，０
０
０
万
円
余
の
予

算
が
措
置
さ
れ
た
大
人
版
♯
８
０
０
０
番
（
救
急
医
療
電
話
相

談
）に
つい
て
、「
相
談
時
間
は
24
時
間
３
６
５
日
対
応
す
る
」「
今

年
度
中
に
傷
病
の
緊
急
度
の
判
定
を
行
う
シ
ス
テ
ム
構
築
、
医

療
相
談
員
の
研
修
、
県
民
へ
の
周
知
を
行
い
、
来
年
６
月
か
ら

相
談
業
務
を
開
始
す
る
」「
４
桁
の
短
縮
番
号
は
で
き
る
だ
け

覚
え
や
す
い
番
号
と
し
、
携
帯
電
話
は
開
始
当
初
か
ら
使
用
可

能
に
す
る
」
等
前
向
き
な
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

公
明
党

　

小
川
県
政
二
期
目
に
あ
た
り
、
福
岡
県
の
目
指
す
方
向
性
に

つ
い
て
、
知
事
の
考
え
方
を
質
し
ま
し
た
。
知
事
は
、
県
経
済

の
回
復
を
し
っ
か
り
し
た
も
の
に
し
、
県
民
の
皆
さ
ん
が
そ
れ
を

実
感
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
く
。
若
者
が
安
心
し
て
子
育
て
が
で

き
る
き
め
細
か
な
施
策
や
高
齢
者
が
地
域
で
安
心
し
て
生
活
で

き
る
共
助
社
会
の
実
現
を
す
る
と
い
う
観
点
で
予
算
編
成
を

行
っ
た
と
の
答
弁
を
得
ま
し
た
。

　

戦
後
70
年
の
節
目
の
今
年
、
戦
没
者
の
慰
霊
へ
の
取
り
組
み

や
平
和
に
対
す
る
取
り
組
み
は
大
事
な
こ
と
と
考
え
て
い
ま
す
。

知
事
は
、
戦
争
を
体
験
し
た
世
代
が
高
齢
化
す
る
中
、
戦
没
者

の
慰
霊
は
も
と
よ
り
、
戦
争
の
記
憶
を
風
化
さ
せ
な
い
よ
う
、
そ

の
教
訓
と
平
和
の
尊
さ
を
次
の
世
代
に
継
承
し
て
い
く
。
慰
霊
碑

の
管
理
に
つい
て
も
積
極
的
に
協
力
し
て
い
く
と
の
答
弁
で
し
た
。

　

75
歳
以
上
の
高
齢
者
が
30
％
を
超
え
る
２
０
２
５
年
問
題
に

対
す
る
医
療
・
介
護
・
認
知
症
対
策
の
取
り
組
み
を
訴
え
ま
し

た
。
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
一
体
的
に
支
援
す
る
た

め
組
織
の
見
直
し
を
行
い
、
ま
た
、
介
護
人
材
の
確
保
・
定
着
、

資
質
の
向
上
を
し
っ
か
り
進
め
て
い
く
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

18
歳
へ
の
選
挙
権
年
齢
引
き
下
げ
に
対
す
る
教
育
現
場
に
お

け
る
取
り
組
み
の
重
要
性
を
訴
え
、
教
育
長
に
考
え
を
質
し
ま

し
た
。
他
に
、
中
小
企
業
振
興
政
策
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
、

特
殊
詐
欺
対
策
な
ど
に
つ
い
て
質
し
ま
し
た
。
今
後
も
、
県
土

の
均
衡
あ
る
発
展
を
図
る
た
め
に
提
言
し
て
い
き
ま
す
。

緑
友
会

提出された議案

可決された意見書・決議、採択された請願

平成27年6月定例会では議案50件が提出され、
いずれも原案のとおり可決、承認または同意され
ました。
○予算議案　20件
・平成27年度福岡県一般会計予算　など
○条例議案　12件
・福岡県職員の退職手当に関する条例及び福岡県
職員の再任用に関する条例の一部を改正する条
例の制定について
・福岡県税条例等の一部を改正する条例の制定に
ついて
・福岡県情報公開条例の一部を改正する条例の制
定について
・東日本大震災の被災者に対する使用料及び手数
料の免除等に関する条例の一部を改正する条例
の制定について
・福岡県個人情報保護条例等の一部を改正する条
例の制定について
・福岡県消費者行政活性化基金条例の一部を改正
する条例の制定について
・福岡県地域自殺対策緊急強化基金条例の一部を
改正する条例の制定について
・福岡県食品衛生法施行条例の一部を改正する条
例の制定について
・福岡県児童福祉施設の設備及び運営の基準に関
する条例の一部を改正する条例の制定について
・福岡県事務処理の特例に関する条例及び福岡県
知事の指定する鳥獣保護区等を表示する標識の
寸法を定める条例の一部を改正する条例の制定
について
・福岡県建築基準法施行条例の一部を改正する条
例の制定について
・福岡県都市公園条例の一部を改正する条例の制
定について

○専決処分したものについて報告し承認を求める
議案　1件

○工事請負契約の締結に関する議案　10件
○経費負担に関する議案　3件
・空港整備事業の経費の負担について　など
○人事に関する議案　3件
・副知事の選任について　など
○その他の議案　1件
・福岡北九州高速道路公社の設立についての議決
内容の一部変更について

○認知症への取組の充実強化に関する意見書
○畜産の収益力を強化するための畜産クラスター関
連事業の継続・拡充を求める意見書
○私学助成の拡充に関する意見書

可決された意見書

○空港、防災及び水・エネルギー等社会基盤調査特
別委員会設置に関する決議
○こども・子育て支援調査特別委員会設置に関する決議
○生涯健康安心社会調査特別委員会設置に関する決議
○住・ひと・しごと創生調査特別委員会設置に関する決議
○広域行政推進対策調査特別委員会設置に関する決議
○スポーツ振興・国際交流推進調査特別委員会設置
に関する決議

可決された決議

○私立高等学校等に対する助成制度の拡充・強化等
に関する請願

採択された請願

ふくおか県議会だより 2015年（平成27年）8月発行（3）　第15号
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堀
議
員　

県
知
事
・
県
議
選
挙
に
お
い

て
、全
国
及
び
県
内
の
大
学
に
期
日
前

投
票
所
を
設
置
し
た
例
は
あ
る
か
。ま

た
今
後
の
大
学
へ
の
期
日
前
投
票
所
の

設
置
に
つ
い
て
は
、若
年
層
の
政
治
へ
の

関
心
を
高
め
る
意
味
で
も
、今
ま
で
以

上
に
活
用
さ
れ
う
る
の
で
は
な
い
か
と

思
う
が
、ど
う
か
。

Ａ　

本
年
４
月
の
県
知
事・県
議
選
挙
で

は
飯
塚
市
選
挙
管
理
委
員
会
が
近
畿
大

学
と
九
州
工
業
大
学
に
設
置
、全
国
で
は

統
一
地
方
選
挙
で
、９
市
12
大
学
で
設
置

さ
れ
た
。先
進
例
を
調
べ
て
市
町
村
選
管

に
情
報
提
供
す
る
。

椛
島
議
員　

高
齢
期
に
お
け
る
嚥
下（
え

ん
げ
）障
害
の
予
防
や
口
腔
機
能
の
維
持

向
上
の
た
め
の
今
後
の
取
り
組
み
は
。

Ａ　

県
が
実
施
し
た
調
査
で
は
、高
齢
者

施
設
で
口
腔
ケ
ア
を
行
う
の
は
主
に
介
護

従
事
者
で
、正
し
い
ケ
ア
が
さ
れ
て
い
な
い

実
態
も
あ
っ
た
。県
は
昨
年
度
か
ら
県
内

４
か
所
の
高
齢
者
施
設
で
、歯
科
衛
生
士

が
介
護
従
事
者
に
口
腔
ケ
ア
を
指
導
す

る
取
り
組
み
を
定
期
的
に
行
っ
て
い
る
。

口
腔
状
態
の
改
善
効
果
を
検
証
し
、高
齢

者
施
設
の
管
理
者
へ
の
研
修
会
を
行
い
、

正
し
い
口
腔
ケ
ア
を
広
げ
て
い
き
た
い
。

小
河
議
員　

文
部
科
学
省
の「
公
立
小

学
校・中
学
校
の
適
正
規
模・適
正
配
置
等

に
関
す
る
手
引
」を
ど
う
評
価
す
る
か
。

Ａ　

少
子
化
や
交
通
機
関
の
発
達
な
ど

を
踏
ま
え
、適
正
規
模
や
適
正
配
置
に

関
す
る
従
来
の
考
え
方
を
見
直
し
た
も

の
だ
が
、市
町
村
が
学
校
の
統
合
や
存
続

に
関
す
る
検
討
を
行
う
際
に
参
考
と
す

べ
き
考
え
方
を
提
示
し
た
も
の
と
理
解
。

県
教
委
は
、小・
中
学
校
の
統
合
は
こ
れ

ま
で
同
様
、市
町
村
が
地
域
の
実
情
や
住

民
の
意
向
を
踏
ま
え
て
主
体
的
に
判
断

す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
て
い
る
。

緑友会緑友会緑友会

小河 誠嗣 議員

椛島 德博 議員

堀　 大助 議員

板
橋
議
員　

景
気
回
復
の
地
域
格
差
に

関
す
る
所
見
と
是
正
対
策
を
問
う
。

Ａ　

景
気
回
復
を
県
内
に
広
げ
る
た
め

に
は
、経
済
の
好
循
環
を
実
現
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
。２
月
補
正
予
算
と
27
年

度
当
初
予
算
に
よ
り
、中
小
企
業
が
行

う
新
製
品
開
発
に
対
す
る
助
成
や
プ
レ

ミ
ア
ム
付
き
地
域
商
品
券
の
発
行
な
ど

に
取
り
組
ん
で
い
く
。公
共
事
業
は
補
助

事
業
費
の
減
少
を
県
単
独
事
業
費
で
補

う
と
と
も
に
、地
域
ご
と
に
メ
リ
ハ
リ
を
つ

け
て
執
行
す
る
。県
内
各
地
の
企
業
、県

民
に
景
気
回
復
を
実
感
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
全
力
を
あ
げ
る
。

片
岡
議
員　

投
票
率
向
上
策
の
一
つ
と

し
て
、期
日
前
投
票
の
巡
回
投
票
制
度

は
考
え
ら
れ
な
い
か
。選
挙
管
理
委
員

長
の
所
見
を
問
う
。

Ａ　

職
員
が
集
会
所
等
を
巡
回
す
る
形

で
期
日
前
投
票
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ

と
は
、選
挙
人
の
利
便
性
の
向
上
に
つ
な
が

る
と
考
え
ら
れ
る
。一方
で
、本
人
確
認
が

適
切
に
で
き
る
の
か
、投
票
用
紙
等
の
保

全・交
付
は
大
丈
夫
か
等
い
ろ
い
ろ
な
課
題

が
あ
る
。実
際
に
投
票
の
事
務
を
行
う
市

区
町
村
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
十
分
意

見
を
お
聞
き
し
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

津
田
議
員　
「
明
治
日
本
の
産
業
革
命

遺
産
」の
世
界
遺
産
登
録
に
つ
い
て
聞

く
。資
産
の
見
学
や
利
用
に
対
し
て
、県

は
、北
九
州
市
、中
間
市
、大
牟
田
市
や

企
業
側
と
ど
の
よ
う
な
協
力
体
制
で
取

り
組
ん
で
い
く
の
か
。

Ａ　

県
は
関
係
自
治
体
で
構
成
す
る「
世

界
遺
産
登
録
連
絡
会
議
」に
お
い
て
駐
車

場
や
案
内
板
の
整
備
な
ど
に
取
り
組
ん

で
い
る
。企
業
側
と
は
国
を
含
む
資
産
の

保
全
管
理
の
た
め
の
協
議
会
を
設
置
し
、

管
理
保
全
計
画
を
策
定
し
て
い
る
と
こ

ろ
。関
係
自
治
体
や
企
業
と
よ
り
一
層
緊

密
に
連
携
協
力
し
て
い
く
。

松
尾
議
員　

地
方
創
生
へ
の
県
の
基
本

的
な
取
り
組
み
姿
勢
と
、県
内
15
広
域

地
域
振
興
圏
域
ご
と
の
対
応
を
尋
ね
る
。

Ａ　

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
が
知
恵
と
工
夫

を
凝
ら
し
て
自
然
、歴
史
、文
化
、産
業
の

特
色
、強
み
に
磨
き
を
か
け
、最
大
限
に

活
用
す
る
こ
と
で
地
域
を
元
気
に
す
る
、

そ
れ
が
地
方
創
生
の
基
本
と
考
え
る
。

若
者
の
定
住
の
維
持
拡
大
、そ
の
前
提
と

な
る
雇
用
の
場
を
創
る
こ
と
が
何
よ
り

も
重
要
。15
の
広
域
地
域
振
興
圏
域
に
つ

い
て
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
、地
方

創
生
の
施
策
の
基
本
的
な
方
向
を
今
後

圏
域
ご
と
に
示
し
て
い
く
。

桐
明
議
員　

地
方
創
生
に
対
す
る
考
え

と
決
意
を
問
う
。

Ａ　

地
方
創
生
の
取
り
組
み
は
地
域
内

の
多
様
な
活
動
主
体
を
巻
き
込
ん
で
い

く
こ
と
が
重
要
。す
で
に「
民
間
の
発
想

で
地
域
を
変
え
て
い
こ
う
」と
い
う
動
き

も
見
ら
れ
る
。総
合
戦
略
策
定
の
有
識

者
会
議
に
も
、中
小
企
業
関
係
団
体
等

か
ら
参
加
し
て
い
た
だ
き
、積
極
的
な
ご

意
見
を
い
た
だ
い
て
い
る
。こ
う
し
た
民

間
と
の
連
携
・
協
力
を
進
め
る
こ
と
で

「
経
営
者
の
視
点
」を
取
り
入
れ
て
い
き

た
い
。「
総
合
戦
略
」に
盛
り
込
ま
れ
る

事
業
の
成
果
を
検
証
し
な
が
ら
、息
長
く

取
り
組
ん
で
い
く
。

伊
豆
議
員　

平
成
29
年
度
に
福
岡
県
で

の
開
催
が
決
定
し
た「
全
国
豊
か
な
海

づ
く
り
大
会
」に
つ
い
て
、抱
負
と
決
意

を
聞
く
。

Ａ　

大
会
に
お
い
て
、本
県
が
誇
る
水
産

物
を
県
の
内
外
に
広
く
発
信
、Ｐ
Ｒ
す
る

こ
と
に
よ
り
、漁
業
者
の
意
欲
を
高
め
、

水
産
業
及
び
地
域
の
振
興・発
展
に
努
め

る
。ま
た
、海
や
河
川
、水
源
地
域
の
大
切

さ
を
、県
民
に
伝
え
て
い
き
た
い
。さ
ら

に
、伝
統
的
な
食
文
化
で
あ
る
魚
食
の
普

及
に
も
つ
な
げ
た
い
。今
後
、水
産
関
係

団
体
等
の
ご
意
見
を
伺
い
な
が
ら
、し
っ

か
り
準
備
し
て
い
く
。

香
原
議
員　

平
成
28
年
度
ま
で
に
市
町

村
が
策
定
す
る
予
定
の「
公
共
施
設
等

総
合
管
理
計
画
」づ
く
り
を
県
は
ど
う

支
援
す
る
の
か
。

Ａ　

公
共
施
設
の
最
適
配
置
は「
ま
ち
づ

く
り
」に
深
く
関
わ
る
も
の
で
あ
り
、市

町
村
に
対
し
、計
画
の
策
定
段
階
か
ら
議

会
や
住
民
へ
の
十
分
な
情
報
提
供
を
行

う
よ
う
助
言
し
て
い
る
。県
と
し
て
は
、

「
ま
ち
づ
く
り
」と
公
共
施
設
管
理
計
画

と
の
整
合
性
が
取
れ
る
よ
う
、先
進
事
例

の
紹
介
や
公
共
施
設
の
集
約
化・複
合
化

に
使
え
る
有
利
な
起
債
制
度
な
ど
の
紹

介
を
通
じ
て
、支
援
し
て
い
き
た
い
。

井
上
議
員　

文
化
庁
は
、博
多
祇
園
山

笠
、戸
畑
祇
園
大
山
笠
な
ど
全
国
33
件
の

祭
り
を「
山
・
鉾
・
屋
台
行
事
」と
し
て
来

年
11
月
に
ユ
ネ
ス
コ
の
無
形
文
化
財
遺
産

に
登
録
す
べ
く
取
り
組
ん
で
い
る
。登
録

の
意
義
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
。

Ａ  

本
県
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
祭

り
の
無
形
文
化
遺
産
へ
の
登
録
は
、県
の

伝
統
文
化
の
保
存・継
承
に
大
き
く
貢
献

す
る
。文
化
振
興
は
も
と
よ
り
、本
県
に

対
す
る
内
外
の
関
心
を
高
め
、観
光
振
興

あ
る
い
は
地
域
の
活
性
化
を
推
進
す
る

上
で
、大
変
有
意
義
で
あ
る
と
考
え
る
。

浦
議
員　

畜
産
物
の
消
費
拡
大
に
ど

の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

Ａ　

畜
産
農
家
の
経
営
安
定
の
た
め
に

は
消
費
拡
大
の
取
り
組
み
が
重
要
だ
と

考
え
て
い
る
。ブ
ラ
ン
ド
化
を
進
め
て
い
る

「
博
多
和
牛
」の
認
知
度
を
さ
ら
に
高
め

る
た
め
、平
成
29
年
度
に
宮
城
県
で
開
催

さ
れ
る「
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
」に
生

産
者
と
県
で
初
め
て
参
加
す
る
。県
が
開

発
し
た「
は
か
た
地
ど
り
」「
は
か
た
一
番

ど
り
」も
そ
れ
ぞ
れ
ブ
ラ
ン
ド
化
を
進
め

て
認
知
度
が
向
上
し
て
い
る
。こ
れ
か
ら

も
関
係
者
と
一
体
と
な
っ
て
、本
県
畜
産

物
の
消
費
拡
大
を
進
め
る
。

岳
議
員　

大
濠
公
園
、地
域
、並
び
に

周
辺
と
連
携
し
た
西
公
園
の
活
性
化
が

必
要
で
は
な
い
か
。

Ａ　

西
公
園
は
、眼
下
に
博
多
湾
、遠
く

に
玄
界
灘
を
眺
望
で
き
、平
成
２
年
に

「
日
本
さ
く
ら
名
所
１
０
０
選
」に
県
内

で
唯
一選
ば
れ
た
自
然
豊
か
な
公
園
。一方

で
、整
備
さ
れ
て
か
ら
相
当
の
期
間
が
経

過
し
て
お
り
、今
後
、樹
木
の
専
門
家
に

よ
る
調
査
を
し
、計
画
的
に
桜
の
再
生
を

行
う
予
定
。さ
ら
に
、展
望
台
か
ら
の
眺

望
の
確
保
や
施
設
の
更
新
、改
修
を
行

い
、西
公
園
の
特
徴
で
あ
る
桜
と
眺
望
を

活
か
し
た
広
報
に
も
取
り
組
む
。

大
田
議
員　

中
学
校
に
お
け
る
武
道
教
育

の
充
実
に
向
け
た
取
り
組
み
の
成
果
と
、今

後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
教
育
長
に
問
う
。

Ａ　

現
在
、教
員
の
指
導
力
向
上
を
目
指

し
た
研
修
会
を
行
う
と
と
も
に
、授
業
に

地
域
人
材
を
活
用
す
る
調
査
研
究
事
業

を
行
っ
て
い
る
。特
に
地
域
人
材
の
活
用

で
は
、学
校
か
ら「
生
徒
に
武
道
の
伝
統

的
な
行
動
の
仕
方
を
身
に
付
け
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
た
」な
ど
の
報
告
を
受
け
て

い
る
。今
後
は
武
道
系
の
運
動
部
活
動
に

も
地
域
人
材
を
派
遣
し
、武
道
教
育
の
さ

ら
な
る
充
実・発
展
に
つ
な
げ
た
い
。

渡
辺
議
員　

ラ
グ
ビ
ー・ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

２
０
１
９
の
試
合
会
場
に
、九
州
で
は
福

岡
県
が
大
分
県
、熊
本
県
と
と
も
に
選

ば
れ
た
。大
会
の
成
功
に
向
け
、九
州
一

体
と
な
っ
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
、知
事

の
考
え
を
問
う
。

Ａ　

九
州
地
域
戦
略
会
議
で
、九
州
の
認

知
度
を
上
げ
、外
国
人
観
光
客
の
誘
客

を
促
進
し
て
観
光
消
費
を
拡
大
さ
せ
る

た
め
の
九
州
一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み
を

提
案
し
て
い
る
。今
後
も
九
州
地
方
知
事

会
、九
州
観
光
推
進
機
構
な
ど
を
通
じ

て
各
県
に
働
き
か
け
、大
会
の
成
功
と
九

州
への
観
光
客
の
誘
客
を
図
って
い
く
。

塩
川
議
員　

筑
豊
地
区
県
立
高
校
の
定

員
割
れ
に
つ
い
て
、教
育
長
に
踏
み
込
ん

だ
対
策
を
問
う
。

Ａ　

筑
豊
地
区
の
定
員
割
れ
の
解
消
に
は
、

少
子
化
、中
学
生
の
進
路
希
望
、地
域
の

ニ
ー
ズ
な
ど
、各
学
校
を
取
り
巻
く
状
況
を

詳
細
に
把
握
す
る
必
要
が
あ
る
。そ
の
上

で
、各
学
校
の
意
見
を
十
分
に
尊
重
し
、自

信
を
持
って
活
性
化
に
取
り
組
め
る
よ
う
、

人
的
措
置
や
経
費
的
支
援
な
ど
を
行
い
た

い
。併
せ
て
、学
科
構
成
や
入
学
者
選
抜
な

ど
の
制
度
面
で
の
改
善
も
検
討
し
、教
育
委

員
会
と
各
学
校
が
意
識
を
共
有
し
て
、定

員
割
れ
対
策
に
鋭
意
取
り
組
ん
で
い
く
。

自民党
県議団
自民党
県議団
自民党
県議団

桐明 和久 議員

松尾 嘉三 議員

香原 勝司 議員

伊豆 美沙子 議員

浦 伊三夫 議員

井上 博行 議員

大田　 満 議員

岳　 康宏 議員

塩川 秀敏 議員

渡辺 勝将 議員 片岡 誠二 議員

津田 公治 議員 板橋　 聡 議員

一
般
質
問
か
ら

※

こ
こ
に
掲
げ
て
い
る
質
問
は
、

　

一
般
質
問
の
一
部
を
抜
粋
し
た
も
の
で
す
。
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江
口
議
員　

県
南
の
人
口
減
少
対
策
と

し
て
、「
県
南
に
住
ん
で
福
岡
都
市
圏
で

働
く
」と
い
う
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
確
立

す
る
た
め
の
具
体
策
は
。

Ａ　

関
係
市
町
と
共
同
で
①
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト「
ち
く
ご
暮
ら
し
」を
用
い
た
仕

事
、住
宅
、支
援
制
度
に
関
す
る
情
報

発
信
②
自
然
環
境
、住
み
や
す
さ
、交

通
ア
ク
セ
ス
の
利
便
性
な
ど
を
ア
ピ
ー

ル
す
る
福
岡
都
市
圏
で
の
パ
ネ
ル
展
等

の
開
催
③
移
住
希
望
者
に
仕
事
と
住

居
を
提
供
し
、一
定
期
間
住
ん
で
も
ら

い
、体
験
を
ブ
ロ
グ
で
発
信
し
て
も
ら

う
、な
ど
の
取
り
組
み
を
し
て
い
る
。

立志会立志会立志会

江口 善明 議員

壹
岐
議
員　

企
業
や
事
業
所
が
従
業
員

の
仕
事
と
子
育
て
の
両
立
を
支
援
す
る

「
子
育
て
応
援
宣
言
企
業
」登
録
制
度

と
、女
性
の
管
理
職
登
用
を
進
め
る「
女

性
の
大
活
躍
推
進
福
岡
県
会
議
」を
連

携
さ
せ
て
は
ど
う
か
。

Ａ　

二
つ
の
連
携
は
非
常
に
重
要
。「
女

性
の
大
活
躍
推
進
福
岡
県
会
議
」で

は
、女
性
管
理
職
登
用
の
目
標
を
宣
言

し
た
企
業
に
子
育
て
応
援
宣
言
へ
の
働

き
か
け
を
行
う
な
ど
連
携
を
図
っ
て
い

る
と
こ
ろ
。子
育
て
応
援
宣
言
を
し
た

企
業
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に「
女
性
の
大
活

躍
推
進
福
岡
県
会
議
」に
関
す
る
質
問

を
設
け
て
周
知
を
図
り
、連
携
を
深
め

た
い
。

松
下
議
員　
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
」の

視
覚
障
害
者
や
高
齢
者
向
け
の
周
知
と

便
乗
詐
欺
の
防
止
策
を
問
う
。

Ａ　

視
覚
障
害
者
に
対
し
て
は
点
字
の

説
明
資
料
と
音
声
Ｃ
Ｄ
を
特
別
支
援

学
校
な
ど
に
配
布
し
周
知
を
図
る
。高

齢
者
に
対
し
て
は
、老
人
ク
ラ
ブ
の
集
ま

り
な
ど
に
職
員
が
出
向
き
説
明
。詐
欺

防
止
は
、消
費
生
活
サ
ポ
ー
タ
ー
に
よ

る
高
齢
者
宅
へ
の
直
接
訪
問
や
、防
犯

活
動
の
専
門
家「
安
全
・
安
心
ま
ち
づ

く
り
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」に
よ
る
町
内
会

等
で
の
啓
発
を
行
う
。更
に
、住
民
や
事

業
者
向
け
の
説
明
会
な
ど
に
お
い
て
も

注
意
を
促
す
。

大
塚
議
員　

高
齢
者
の
消
費
者
被
害
防

止
の
た
め
、市
町
村
の
消
費
者
安
全
確

保
地
域
協
議
会
設
置
を
、県
主
導
で
進

め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

Ａ　

昨
年
、消
費
者
安
全
法
が
改
正
さ

れ
、地
方
公
共
団
体
は
被
害
を
防
ぐ
見

守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
た
め
、

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
、警
察
な
ど
か
ら
な

る「
地
域
協
議
会
」を
設
置
で
き
る
こ
と

に
な
っ
た
。県
で
は
市
町
村
で
設
置
さ
れ

る
の
が
望
ま
し
い
と
考
え
、全
て
の
市
町

村
に
設
立
す
る
よ
う
呼
び
か
け
た
。併

せ
て
、警
察
な
ど
の
関
係
機
関
に
対
し
、

市
町
村
へ
の
協
力
を
働
き
か
け
る
。

西
尾
議
員　

糟
屋
地
域
の
少
量
多
品
目

型
の
園
芸
産
地
づ
く
り
へ
の
支
援
策
は
。

Ａ　

地
域
が
重
点
的
に
振
興
す
る
品
目

で
あ
れ
ば
、産
地
の
規
模
に
か
か
わ
ら

ず
、省
力
化
・
品
質
向
上
に
つ
な
が
る
機

械
・
施
設
の
整
備
を
支
援
し
て
い
る
。糟

屋
地
域
で
は
、イ
チ
ゴ
の
高
設
栽
培
施

設
、光
セ
ン
サ
ー
で
糖
度
・
酸
度
を
測
り

選
別
す
る
か
ん
き
つ
選
果
機
な
ど
の
整

備
が
進
ん
で
い
る
。栽
培
技
術
も
普
及

指
導
セ
ン
タ
ー
が
重
点
的
に
指
導
し
て
い

る
。今
後
も
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
通

じ
て
、地
域
の
特
性
に
応
じ
た
園
芸
産

地
の
振
興
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

高
橋
議
員　

男
女
平
等
と
同
様
、Ｌ
Ｇ

Ｂ
Ｔ（
性
的
少
数
者
）も
平
等
に
尊
重
さ

れ
る
の
は
当
然
で
あ
る
。県
の
男
女
共
同

参
画
推
進
条
例
を
こ
の
趣
旨
で
書
き
直

す
時
期
で
は
な
い
か
。

Ａ　

男
女
共
同
参
画
法
の
基
本
理
念
は

男
女
の
個
人
と
し
て
の
尊
厳
が
重
ん
じ

ら
れ
る
こ
と
で
あ
り
、そ
れ
を
受
け
て
制

定
さ
れ
た
男
女
共
同
参
画
推
進
条
例
の

基
本
理
念
も
同
じ
で
あ
る
。こ
の
条
例
の

も
と
、本
年
度
策
定
す
る
第
４
次
男
女

共
同
参
画
計
画
で
、性
的
少
数
者
も
含

む
多
様
な
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
よ
う
、審

議
会
の
議
論
も
踏
ま
え
検
討
し
た
い
。

公明党公明党公明党

高橋 雅成 議員

西尾 耕治 議員 松下 正治 議員

大塚 勝利 議員 壹岐 和郎 議員

原
中
議
員　

天
神
・
渡
辺
通
な
ど
３
地

区
が「
特
定
都
市
再
生
緊
急
整
備
地

域
」に
指
定
さ
れ
、「
福
岡
都
心
地
域
都

市
再
生
緊
急
整
備
協
議
会
」が
設
立
さ

れ
た
。知
事
も
構
成
員
で
あ
る
が
、福
岡

市
が
主
体
性
を
持
ち
、整
備
計
画
案
が

策
定
さ
れ
る
の
で
は
。県
は
ど
う
対
応

し
て
い
る
の
か
。

Ａ　

県
は
、整
備
計
画
の
実
現
に
当
た
っ

て
必
要
な
地
区
計
画
、都
市
施
設
な
ど
の

決
定・変
更
に
際
し
、こ
の
地
域
の
み
な
ら

ず
、よ
り
広
域
的
な
地
域
の
発
展
と
い
う

観
点
か
ら
協
議
や
技
術
的
な
助
言
を
行

い
、都
市
計
画
手
続
き
が
円
滑
に
進
む
よ

う
努
め
て
い
く
。

大
田
議
員　

県
独
自
事
業
の「
子
育
て

マ
イ
ス
タ
ー
制
度
」は「
70
歳
現
役
社

会
」
づ
く
り
の
目
玉
事
業
と
し
て
ス

タ
ー
ト
。現
在
９
０
７
名
の
マ
イ
ス
タ
ー

が
い
る
が
、当
初
の
計
画
数
に
達
し
て
い

な
い
。ま
た
、認
知
度
が
低
く
、活
躍
の

場
が
広
が
ら
な
か
っ
た
り
、市
町
村
と
の

連
携
が
う
ま
く
と
れ
て
い
な
い
と
の
声

も
聞
く
が
、今
後
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

Ａ　

平
成
31
年
度
ま
で
に
１
，５
０
０
名

の
マ
イ
ス
タ
ー
認
定
を
目
指
す
。ま
た
、

「
マ
イ
ス
タ
ー
活
躍
促
進
交
流
会
」の
開

催
を
通
じ
て
市
町
村
と
連
携
を
密
に
し

て
取
り
組
む
。

渡
辺
議
員　
「
全
県
的
に
犬
猫
の
殺
処

分
ゼ
ロ
に
向
け
て
取
り
組
も
う
」と
の

知
事
の
呼
び
か
け
や
姿
勢
表
明
が
県
内

市
町
村
や
県
民
へ
の
刺
激
に
な
る
と
思

う
が
。

Ａ　

安
易
な
飼
育
放
棄
に
よ
っ
て
多
く

の
犬
猫
が
殺
処
分
さ
れ
て
い
る
こ
と
は

心
が
痛
む
。本
県
で
は「
動
物
愛
護
推

進
計
画
」に
基
づ
き
取
り
組
み
を
進
め
、

平
成
25
年
度
の
殺
処
分
数
は
５
，９
４
５

頭
と
、20
年
度
の
１
万
４
，７
５
９
頭
に

比
べ
て
約
６
割
減
少
。県
と
し
て
は「
人

と
動
物
が
共
生
で
き
る
社
会
」の
実
現

に
努
め
、殺
処
分
ゼ
ロ
を
目
指
し
て
い

き
た
い
。

田
辺
議
員　

自
治
会
単
位
で
住
民
主
体

の
健
康
づ
く
り
・
介
護
予
防
の
拠
点
づ
く

り
と
継
続
的
な
運
営
を
進
め
て
い
く
に

は
、こ
れ
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
担
い
手
が
必

要
。市
町
村
が
保
健
師
を
適
正
に
配
置

し
、健
康
づ
く
り
推
進
員
を
増
や
す
取
り

組
み
や
医
療
・
介
護
の
教
育
機
関
と
の
連

携
を
進
め
る
べ
き
だ
。

Ａ　

県
は
市
町
村
に
、保
健
師
の
役
割
、

活
動
の
重
要
性
に
つ
い
て
助
言
。「
健
康
づ

く
り
推
進
員
の
養
成
及
び
活
用
」「
看
護

大
学
の
教
員・学
生
と
市
町
村
が
連
携
し

た
健
康
づ
く
り
の
取
り
組
み
」の
先
進
的

事
例
を
市
町
村
、看
護
大
学
等
関
係
者

に
紹
介
し
て
い
く
。

今
井
議
員　

東
京
一
極
集
中
を
止
め
、

地
方
へ
の
新
し
い
人
の
流
れ
を
作
る
と

い
う
課
題
に
対
し
、県
は
ど
う
受
け
止

め
、施
策
と
数
値
目
標
を
設
定
し
て
い

く
の
か
。

Ａ　

若
者
の
定
住
を
維
持
拡
大
す
る
た

め
に
は
、地
方
に
雇
用
の
場
を
創
る
こ
と

が
何
よ
り
重
要
。そ
の
た
め
、各
地
域
が

有
す
る
特
性
、資
源
を
活
用
し
、製
造
業

の
競
争
力
強
化
、中
小
企
業
支
援
、農
林

水
産
業
の
収
益
力
強
化
、観
光
振
興
や
、

県
内
大
学
と
連
携
し
た
地
元
就
職
促
進

な
ど
に
力
を
入
れ
て
い
く
。数
値
目
標

は
、今
後
、総
合
戦
略
策
定
の
中
で
検
討

す
る
。

佐
々
木
議
員　

市
町
村
の
汚
水
処
理
構

想
策
定
時
の
財
政
面
で
の
検
証
や
、住

民
へ
の
十
分
な
説
明
と
周
知
に
つ
い
て
、

県
は
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

Ａ　

県
の「
策
定
マ
ニュ
ア
ル
」で
は
、事
業

の
継
続
性
を
確
保
す
る
た
め
、経
営
的

視
点
に
立
ち
、今
後
の
人
口
動
向
を
見

込
ん
だ
適
切
な
財
政
見
通
し
に
基
づ
き

策
定
す
る
と
と
も
に
、住
民
説
明
会
等

を
通
し
て
、住
民
の
意
向
の
把
握
に
努
め

る
こ
と
と
し
て
い
る
。県
と
し
て
は
、こ
の

マ
ニュ
ア
ル
を
踏
ま
え
、構
想
を
策
定
す

る
よ
う
必
要
な
技
術
的
助
言
を
行
っ
て

い
く
。

守
谷
議
員　

土
曜
授
業
の
評
価
に
つ
い

て
教
育
長
の
所
見
を
尋
ね
る
。

Ａ　

実
施
し
た
小・中
学
校
か
ら
は「
基

礎
学
力
の
定
着
」や「
学
校
行
事
へ
の
地

域
の
参
加
者
の
増
加
」な
ど
の
報
告
が
あ

る
こ
と
か
ら
、広
く
実
施
さ
れ
る
こ
と
で

児
童
生
徒
の
学
力
向
上
や
学
校・家
庭・

地
域
と
の
連
携
、地
域
に
開
か
れ
た
学
校

づ
く
り
が
全
県
的
に
進
む
と
考
え
る
。地

域
の
行
事
や
ス
ポ
ー
ツ
活
動
と
の
日
程
調

整
な
ど
課
題
も
あ
る
が
、実
施
校
は
年
々

増
え
て
い
る
。今
後
と
も
市
町
村
や
学
校

で
の
土
曜
授
業
を
支
援
し
て
い
く
。

堤
議
員　

女
性
が
妊
娠
や
出
産
を
経
て

も
継
続
し
て
就
業
で
き
る
環
境
の
整

備
、マ
タ
ニ
テ
ィ
ー
・ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
防

止
、男
性
の
育
児
休
業
取
得
率
の
向
上

な
ど
、女
性
の
労
働
環
境
改
善
に
向
け
、

ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
す
る
の
か
。

Ａ　

県
で
は
、男
性
の
子
育
て
応
援
事
業

や
、企
業
の
ト
ッ
プ
自
ら
が
従
業
員
の
仕

事
と
子
育
て
の
支
援
を
行
う「
子
育
て
応

援
宣
言
企
業
」の
登
録
拡
大
に
取
り
組

ん
で
い
る
。今
年
度
か
ら
は
マ
タ
ニ
テ
ィ
ー・

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
研
修
会
や
男
性
の
育
児

参
加
を
促
進
す
る
取
り
組
み
に
も
力
を

入
れ
、労
働
環
境
の
整
備
に
努
め
る
。

野
田
議
員　

女
性
の
活
躍
推
進
に
向
け

た
知
事
の
決
意
を
問
う
。

Ａ　

人
口
減
少
社
会
を
迎
え
、地
域
活

力
の
維
持
に
は
女
性
の
活
躍
が
不
可

欠
。こ
の
た
め
、女
性
が
生
き
生
き
と
働

き
続
け
ら
れ
る
環
境
を
整
備
す
る
と
と

も
に
、社
会
的
に
責
任
の
あ
る
地
位
に

就
く
女
性
を
増
や
し
て
い
く
取
り
組
み

を
推
進
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。今

後
と
も
仕
事
と
家
庭
を
両
立
し
な
が

ら
、そ
れ
ぞ
れ
の
能
力
を
最
大
限
に
発

揮
し
て
い
た
だ
き
、幅
広
い
分
野
で
女
性

が
も
っ
と
活
躍
で
き
る
社
会
に
向
け
、官

民
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

民主・県政
県議団
民主・県政
県議団
民主・県政
県議団

今井 保利 議員

田辺 一城 議員

守谷 正人 議員

佐々木 允 議員

野田 稔子 議員

堤 かなめ 議員 大田 京子 議員

渡辺 美穂 議員 原中 誠志 議員

一
般
質
問
か
ら

※

こ
こ
に
掲
げ
て
い
る
質
問
は
、

　

一
般
質
問
の
一
部
を
抜
粋
し
た
も
の
で
す
。
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日程：7月1日～3日、7月6日～8日、7月10日

　

平
成
27
年
度
の
当
初
予
算
は
、一
般
会

計
で
、前
年
度
当
初
予
算
比
６
・
３
％
増

の
１
兆
７
，７
６
９
億
７
，４
０
０
万
円
余
、

特
別
会
計
の
総
額
で
、６
，１
０
５
億
６
０

０
万
円
余
、企
業
会
計
の
総
額
で
、89
億

５
，３
０
０
万
円
余
で
あ
り
ま
し
た
。

　

審
査
に
あ
た
っ
て
は
、特
に
県
政
の
重

点
課
題
を
中
心
に
活
発
な
議
論
が
交
わ

さ
れ
、い
ず
れ
の
議
案
も
原
案
の
と
お
り

可
決
し
ま
し
た
。

　

審
査
の
過
程
に
お
い
て
議
論
さ
れ
た

主
な
も
の
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

【
財
政
改
革
推
進
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
】

　

知
事
は
、平
成
28
年
度
当
初
予
算
で

は
、基
金
の
取
り
崩
し
に
頼
ら
な
い
財
政

運
営
の
実
現
に
向
け
取
り
組
む
と
し
て

い
る
が
、財
源
不
足
の
解
消
に
は
ま
だ
ま

だ
至
っ
て
い
な
い
。ト
ッ
プ
が
決
断
し
、

早
け
れ
ば
早
い
ほ
ど
、財
政
健
全
化
は
順

調
に
進
む
と
考
え
る
が
、知
事
の
決
意
は

と
た
だ
さ
れ
、知
事
か
ら
は
、現
在
、財
政

改
革
推
進
プ
ラ
ン
は
目
標
を
上
回
る
実

績
を
あ
げ
て
お
り
、こ
れ
か
ら
も
、税
源

の
涵
養（
か
ん
よ
う
）、プ
ラ
ン
の
目
標
達

成
、そ
し
て
、さ
ら
な
る
財
政
健
全
化
に

向
け
て
、全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

【
地
方
創
生
に
つ
い
て
】

　

地
方
創
生
に
係
る
県
の
総
合
戦
略
の

策
定
に
つ
い
て
た
だ
さ
れ
、知
事
か
ら
は
、

県
全
体
の
戦
略
や
施
策
と
あ
わ
せ
て
、県

内
15
の
広
域
圏
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
と
施
策
の
基
本
的

な
方
向
性
を
示
し
、県
民
の
意
思
や
県
議

会
の
意
見
を
し
っ
か
り
伺
い
、進
め
て
い

き
た
い
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、政
府
関
係
機
関
の
地
方
移
転
・
誘

致
に
つ
い
て
は
、知
事
か
ら
、福
岡
県
は
、

先
端
分
野
で
の
研
究
や
、福
岡
空
港
・
北

九
州
空
港
な
ど
の
交
通
イ
ン
フ
ラ
が
発

達
し
、利
便
性
が
極
め
て
高
い
地
域
で
あ

り
、こ
う
し
た
強
み
を
最
大
限
生
か
し
な

が
ら
、関
係
市
町
村
と
一
緒
に
な
っ
て
、

政
府
関
係
機
関
の
誘
致
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

【
空
港
問
題
に
つ
い
て
】

　

福
岡
空
港
の
滑
走
路
増
設
の
進
捗
は

民
営
化
の
手
続
き
の
進
み
具
合
に
大
き

く
左
右
さ
れ
る
と
考
え
て
い
る
。第
三
セ

ク
タ
ー
も
含
め
４
社
ほ
ど
が
関
心
を

持
っ
て
い
る
よ
う
に
聞
い
て
い
る
が
、県

と
関
連
の
深
い
第
三
セ
ク
タ
ー
が
応
募

す
る
こ
と
に
つ
い
て
た
だ
さ
れ
、知
事

は
、自
治
体
は
民
間
委
託
に
関
す
る
情
報

を
入
手
し
や
す
い
立
場
に
あ
り
、公
平
性

の
観
点
か
ら
問
題
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
と
指
摘
が
な
さ
れ
て
お
り
、仮
に
応
募

す
る
こ
と
に
な
れ
ば
、検
討
が
必
要
で
あ

る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、北
九
州
空
港
に
つ
い
て
は
、広

大
な
用
地
や
船
舶
が
係
留
で
き
る
岸
壁

を
有
し
て
お
り
、船
と
飛
行
機
を
活
用
し

た
貨
物
拠
点
の
空
港
と
し
て
企
業
等
を

誘
致
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
た
だ
さ
れ
、

船
と
飛
行
機
を
活
用
し
た
輸
送
が
可
能

な
空
港
な
の
で
、そ
う
い
う
特
色
を
生
か

し
て
、早
朝
・
深
夜
便
の
誘
致
で
あ
る
と

か
、今
ま
で
に
な
い
よ
う
な
貨
物
拠
点
空

港
を
目
指
し
て
、し
っ
か
り
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

【
県
民
の
安
全
・
安
心
対
策
に
つ
い
て
】

　

特
殊
詐
欺
に
つ
い
て
は
、自
動
通
話
録

音
装
置
を
活
用
し
た
被
害
防
止
策
が
効

果
的
で
あ
る
が
、そ
の
対
応
の
遅
さ
に
対

し
、緊
迫
感
が
な
さ
過
ぎ
る
、早
急
な
対

応
が
必
要
と
た
だ
さ
れ
、知
事
か
ら
は
、

特
殊
詐
欺
は
、卑
劣
で
憎
む
べ
き
犯
罪
で

あ
り
、こ
の
よ
う
な
犯
罪
の
被
害
が
広

が
っ
て
い
く
こ
と
を
断
固
阻
止
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。私
は
、「
ニ
セ
電
話
気
づ

か
せ
隊
」推
進
委
員
長
で
も
あ
る
。県
警

察
と
十
分
協
議
を
行
い
、速
や
か
に
検
討

を
進
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
と
の
答

弁
が
あ
り
ま
し
た
。

【
女
性
が
活
躍
で
き
る
社
会
づ
く
り
に
つ
い
て
】

　

少
子
化
・
人
口
減
少
問
題
へ
の
取
り
組

み
は
、一
刻
の
猶
予
も
な
い
状
況
に
あ
り

ま
す
。女
性
が
妊
娠
・
出
産
後
も
安
定
し

た
仕
事
に
就
き
、安
心
し
て
子
育
て
が
で

き
る
社
会
づ
く
り
に
、ど
う
取
り
組
ん
で

い
く
の
か
と
た
だ
さ
れ
、知
事
を
先
頭
に

子
育
て
応
援
企
業
の
登
録
拡
大
、子
育
て

中
の
女
性
へ
の
就
職
支
援
、保
育
所
の
整

備
な
ど
仕
事
と
子
育
て
を
両
立
し
や
す

い
環
境
の
整
備
に
鋭
意
取
り
組
ん
で
お

り
、今
後
と
も
、結
婚
や
子
育
て
に
夢
や

希
望
を
持
ち
、子
ど
も
を
安
心
し
て
産
み

育
て
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
を
実
現
で

き
る
よ
う
取
り
組
む
と
の
答
弁
が
あ
り

ま
し
た
。

【
農
林
水
産
問
題
に
つ
い
て
】

　

農
業
農
村
整
備
事
業
に
つ
い
て
は
、予

算
が
縮
減
さ
れ
大
変
厳
し
い
状
況
に
お

か
れ
て
い
る
。地
元
の
方
は
３
年
前
の
よ

う
な
大
洪
水
、大
雨
が
降
っ
た
ら
農
業
を

続
け
ら
れ
る
か
心
配
を
さ
れ
て
い
る
が
、

ど
の
よ
う
に
理
解
し
て
い
る
の
か
と
た

だ
さ
れ
、知
事
か
ら
は
、市
町
村
や
地
元

か
ら
の
意
見
、ま
た
現
場
の
状
況
も
把
握

し
な
が
ら
実
施
を
し
て
お
り
、今
年
度
予

定
し
て
い
る
工
事
に
つ
い
て
も
、地
元
の

農
家
の
方
々
の
声
に
も
十
分
耳
を
傾
け
、

地
域
の
ニ
ー
ズ
を
き
め
細
か
く
把
握
し

な
が
ら
推
進
を
図
る
と
の
答
弁
が
あ
り

ま
し
た
。

【
商
工
問
題
に
つ
い
て
】

　

現
在
、策
定
が
進
め
ら
れ
て
い
る「
中

小
企
業
振
興
条
例
」に
つ
い
て
は
、小
さ

な
声
に
も
耳
を
傾
け
、中
小
企
業
に
と
っ

て
自
分
達
の
条
例
で
あ
る
と
実
感
で
き

る
よ
う
な
も
の
と
な
る
よ
う
に
す
べ
き

で
は
な
い
か
と
た
だ
さ
れ
、執
行
部
か
ら

は
、成
長
発
展
に
向
け
た
中
小
企
業
の
主

体
的
な
取
り
組
み
が
促
進
さ
れ
て
い
く

こ
と
が
、重
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、

こ
の
た
め
中
小
企
業
の
皆
さ
ん
の
実
態

を
し
っ
か
り
と
把
握
し
、そ
の
ニ
ー
ズ
を

十
分
踏
ま
え
て
、今
後
の
条
例
の
策
定
を

進
め
て
い
き
た
い
と
の
答
弁
が
あ
り
ま

し
た
。

　

７
月
５
日
に
登
録
が
決
定
し
た「
明
治

日
本
の
産
業
革
命
遺
産
」に
つ
い
て
観
光

政
策
は
ど
う
進
め
て
い
く
の
か
と
た
だ

さ
れ
、適
正
な
施
設
の
管
理
を
行
い
、九

州
観
光
推
進
機
構
と
連
携
し
、広
域
的
な

観
光
ル
ー
ト
に
世
界
遺
産
で
あ
る
と
か
、

炭
鉱
関
連
の
観
光
資
源
を
組
み
込
み
、本

県
の
観
光
振
興
に
大
き
な
波
及
効
果
が

発
生
す
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

【
警
察
問
題
に
つ
い
て
】

　

飲
酒
運
転
撲
滅
に
向
け
、県
民
挙
げ
て

取
り
組
ん
で
い
る
中
、警
察
官
の
酒
気
帯

び
運
転
の
不
祥
事
が
続
発
し
た
こ
と
に

対
し
、今
後
ど
の
よ
う
に
対
処
し
て
い
く

の
か
と
た
だ
さ
れ
、県
民
の
皆
様
の
信
頼

を
回
復
す
る
た
め
に
は
、暴
力
団
対
策
や

飲
酒
運
転
の
撲
滅
な
ど
、県
民
の
安
全
と

安
心
の
た
め
、目
に
見
え
る
成
果
を
あ
げ

る
こ
と
が
、一
番
重
要
で
あ
る
と
の
答
弁

が
あ
り
ま
し
た
。答
弁
を
受
け
、二
度
と

こ
の
よ
う
な
不
祥
事
の
起
き
る
こ
と
の

な
い
よ
う
、最
善
の
策
を
と
っ
て
、県
民

の
信
頼
回
復
に
努
め
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
ま
し
た
。

【
教
育
問
題
に
つ
い
て
】

　

公
職
選
挙
法
の
改
正
に
伴
い
、選
挙
権

年
齢
が
18
歳
に
な
る
が
、高
校
で
の
政
治

教
育
は
、ど
う
進
め
る
の
か
と
た
だ
さ

れ
、現
実
の
政
治
的
課
題
や
選
挙
に
関
す

る
資
料
等
を
教
材
と
し
て
、教
師
の
政
治

的
中
立
性
の
確
保
に
留
意
し
適
切
な
政

治
教
育
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と

の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

全
国
の
平
均
を
下
回
る
、本
県
の
正
規

教
職
員
の
割
合
の
引
き
上
げ
に
つ
い
て

た
だ
さ
れ
、ま
ず
、定
数
の
増
減
、退
職
者

の
増
減
を
踏
ま
え
、長
期
的
な
見
通
し
に

立
ち
、一
方
で
は
、採
用
者
の
質
の
確
保

と
い
う
観
点
も
考
慮
し
、段
階
的
に
採
用

者
数
の
増
加
を
図
っ
て
お
り
、今
後
も
引

き
続
き
、計
画
的
な
採
用
を
続
け
て
ま
い

り
た
い
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
、投
票
用
紙
の
撮
影
行

為
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
導
入
に
伴
う
情

報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
、本
県
の
環
境
技

術
を
海
外
で
活
用
し
て
い
く
た
め
の
戦

略
、自
転
車
販
売
規
制
条
例
の
制
定
、性

暴
力
被
害
者
支
援
、正
規
雇
用
促
進
企
業

支
援
セ
ン
タ
ー
、地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
振

興
、農
業
に
従
事
し
て
い
な
い
農
業
高
校

出
身
者
へ
の
就
農
支
援
、空
き
家
対
策
、

県
立
美
術
館
の
計
画
、世
界
記
憶
遺
産

「
山
本
作
兵
衛
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」な
ど
多

岐
に
わ
た
っ
て
活
発
な
質
疑
が
あ
り
ま

し
た
。

予算特別委員会から

予算特別委員会委員
◎松尾　統章
　中村　明彦
　井上　順吾
　平井　一三
　川端　耕一
　片岡　誠二
　畑中　茂広
　仁戸田元氣
　佐々木　允
　松下　正治
　堀　　大助

○冨田　徳二
　長　　裕海
　十中　大雅
　野原　隆士
　吉村　　悠
　岳　　康宏
　原中　誠志
　今井　保利
　新開　昌彦
　西尾　耕治
　高瀬菜穂子

吉松　源昭
阿部　弘樹
中牟田伸二
西元　　健
浦　伊三夫
大橋　克己
渡辺　美穂
高橋　雅成
神﨑　　聡

（◎委員長、○副委員長）

高
瀬
議
員　

原
発
事
故
の
際
の
避
難

経
路
の
確
保
と
防
災
計
画
の
責
任
は

県
が
担
っ
て
い
る
。原
子
力
規
制
庁
に

尋
ね
る
と
「
１
５
０
万
人
の
避
難
は
困

難
」
と
の
認
識
だ
っ
た
が
、県
の
防
災

計
画
は
万
全
か
。川
内
原
発
の
再
稼
働

を
や
め
る
よ
う
表
明
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

Ａ　

広
域
避
難
訓
練
を
繰
り
返
し
行

い
、そ
の
結
果
を
検
証
し
必
要
に
応
じ
計

画
を
改
定
す
る
な
ど
実
効
性
を
高
め

る
。川
内
原
発
の
再
稼
働
は
、安
全
性
に

つ
い
て
国
が
責
任
を
持
っ
て
確
認
し
、国

民
に
十
分
説
明
し
て
理
解
を
得
る
こ
と

が
必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

山
口
議
員　

安
全
保
障
関
連
法
案
を

ど
う
受
け
止
め
て
い
る
か
。佐
賀
県
知

事
と
連
携
し
て
政
府
に
佐
賀
空
港
へ
の

オ
ス
プ
レ
イ
配
備
の
断
念
を
迫
っ
て
も

ら
い
た
い
が
、知
事
の
所
見
は
。

Ａ　

安
全
保
障
政
策
は
国
の
専
管
事
項

で
、審
議
の
動
向
を
注
意
深
く
見
守
り

た
い
。オ
ス
プ
レ
イ
等
配
備
計
画
に
は
重

大
な
関
心
を
持
っ
て
い
る
。国
と
佐
賀
県

な
ど
の
協
議
を
注
視
し
、情
報
収
集
に

努
め
関
係
市
と
連
携
し
な
が
ら
、安
全

性
の
確
保
を
最
優
先
課
題
に
、環
境
保

全
の
観
点
か
ら
も
、必
要
な
対
策・対
応

を
行
っ
て
い
く
。

日本
共産党
日本
共産党
日本
共産党

一
般
質
問
か
ら

山口 律子 議員

高瀬 菜穂子 議員
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※自民：自民党県議団、民主：民主・県政県議団、公明：公明党、緑友：緑友会、共産：日本共産党、真政：真政会、立志：立志会

トピックス

　7月17日、北九州空港において、北九州空港と福岡都市圏を直接結ぶ福北リムジンバスの運行開始記念式
典が行われ、井上忠敏議長や地元の県議会議員が出席しました。
　井上議長は、「福北リムジンバスの運行開始、誠におめでとうございます。県議会においても、空港問題は福岡
県が抱える最も重要な行政課題の一つであると認識し、かねてより会派を超え空港のあり方を議論してきました。
昨年10月には『九州の自立を考える会』からの政策提言を受け、正副議長が知事に対し、利用者の利便性を向
上させ、夜間離発着が可能な北九州空港を強化するべきとの要請を行いました。本日、その第一便が運行開始
されることは大変喜ばしいことであり、関係者の皆様に感謝申し上げます」との祝辞を述べました。
　式典では、この後テープカットが行われ、参加した地元の議員とともに、第一便の出発を見送りました。

◎福北リムジンバス運行概要（事業者：西日本鉄道株式会社）
　・運賃：片道1,000円　（小児運賃及び障がい者運賃は500円）
　　全国相互利用対象の交通系ＩＣカードが利用可能、予約不要
　・運行ダイヤ

福北リムジンバスの運行を開始しました

７月14日、調査特別委員会が設置されました。６つの委員会の設置目的など概要についてご紹介します。

特 別 委 員 会

中村　明彦
縣　　善彦
松尾　統章
中尾　正幸
伊豆美沙子
大田　　満

（自民）

（自民）

（自民）

（自民）

（自民）

（自民）

佐々木　徹
川﨑　俊丸
原田　博史
田中　正勝
新開　昌彦
林　　裕二

（民主）

（民主）

（民主）

（公明）

（公明）

（緑友）

樋口　　明
（自民）

今井　保利
（民主）

空港、防災及び水・エネルギー等社会基盤調査特別委員会

委 員 長 副 委 員 長

空港、防災並びに水、電力及びエネルギーの安定供給など社
会基盤に関する諸施策の推進を図るため

設置目的

付議される案件

１　福岡空港と北九州空港との一体的運用と機能強化に関する諸調査
２　防災計画、災害救助その他災害対策に関する諸調査
３　総合的な水資源対策に関する諸調査
４　電力・エネルギーの安定供給に関する諸調査
５　国土強靱化計画その他社会基盤整備に係る総合的な計画に関する諸調査

平成27年7月14日現在

田中　秀子
吉松　源昭
阿部　弘樹
西元　　健
岳　　康宏
渡辺　勝将

（自民）

（自民）

（自民）

（自民）

（自民）

（自民）

守谷　正人
井上　博隆
野田　稔子
大塚　勝利
椛島　德博
山口　律子

（民主）

（民主）

（民主）

（公明）

（緑友）

（共産）

大城　節子
（公明）

大島　道人
（自民）

生涯健康安心社会調査特別委員会

委 員 長 副 委 員 長

高齢者や障害者など全ての県民が生涯健康で安心して暮ら
せる社会の実現に関する総合的な施策の推進を図るため

設置目的

１　高齢者対策に関する諸調査
２　障害者対策に関する諸調査

付議される案件

原口　剣生
栗原　　渉
中牟田伸二
桐明　和久
吉村　　悠
浦　伊三夫

（自民）

（自民）

（自民）

（自民）

（自民）

（自民）

小池　邦弘
仁戸田元氣
佐々木　允
二宮　眞盛
壹岐　和郎
神﨑　　聡

（民主）

（民主）

（民主）

（公明）

（公明）

（緑友）

中村　誠治
（民主）

川端　耕一
（自民）

住・ひと・しごと創生調査特別委員会

委 員 長 副 委 員 長

産業の振興、雇用の創出、地域の活性化及び移住・定住の促進に
よる人口減少問題対策等に関する総合的な施策の推進を図るため

設置目的

１　地域中小企業の技術開発などの高度化支援対策に関する諸調査
２　新規成長産業の創出支援対策に関する諸調査
３　雇用対策に関する諸調査
４　農林水産業の競争力強化に関する諸調査
５　過疎地域、旧産炭地域及び中山間地域の活性化並びに人口減少問題
　  対策（移住・定住促進策）に関する諸調査

付議される案件

藏内　勇夫
松本　國寛
井上　順吾
平井　一三
香原　勝司
片岡　誠二

（自民）

（自民）

（自民）

（自民）

（自民）

（自民）

吉村　敏男
渡辺　美穂
浜﨑　達也
西尾　耕治
吉武　邦彦
江口　善明

（民主）

（民主）

（公明）

（公明）

（緑友）

（立志）

今林　　久
（自民）

田辺　一城
（民主）

広域行政推進対策調査特別委員会

委 員 長 副 委 員 長

設置目的

１　広域行政に関する諸調査
２　地方分権に係る税財源問題に関する諸調査
３　広域的な成長戦略に関する諸調査

付議される案件

広域行政に関する諸課題を総合的に調査し、
広域行政の円滑な推進を図るため

武藤　英治
吉原　太郎
加地　邦雄
秋田　章二
野原　隆士
岩元　一儀

（自民）

（自民）

（自民）

（自民）

（自民）

（民主）

原中　誠志
堤　かなめ
森下　博司
堀　　大助
高瀬菜穂子
古川　　忠

（民主）

（民主）

（公明）

（緑友）

（共産）

（真政）

長　　裕海
（自民）

松尾　嘉三
（自民）

スポーツ振興・国際交流推進調査特別委員会

委 員 長 副 委 員 長

スポーツの振興及び国際交流に関する諸施策の推進を図る
ため

設置目的

１　スポーツによる国際交流及びスポーツ振興に関する諸調査
２　海外との友好交流に関する諸調査
３　九州国立博物館活動等文化交流に関する諸調査

付議される案件

田中　久也
江藤　秀之
十中　大雅
塩川　秀敏
津田　公治
板橋　　聡

（自民）

（自民）

（自民）

（自民）

（自民）

（自民）

井上　博行
冨田　徳二
大橋　克己
大田　京子
松下　正治
小河　誠嗣

（自民）

（民主）

（民主）

（民主）

（公明）

（緑友）

畑中　茂広
（民主）

高橋　雅成
（公明）

こども・子育て支援調査特別委員会

委 員 長 副 委 員 長

子育て支援及び子どもの健全育成その他少子化対策に関す
る総合的な施策の推進を図るため

設置目的

１　少子化対策に関する諸調査
２　子育て支援、子どもの健全育成に関する諸調査

付議される案件

北九州空港

博多駅（筑紫口）

博多駅（博多駅前A）

西鉄天神高速バスターミナル前1C

23：00発

0：13着

0：18着

0：30着

0：00発

1：13着

1：18着

1：30着

0：55発

2：08着

2：13着

2：25着

4：50着

3：37発

3：30発

3：20発

↑

↑

↑

↑

↓

↓

↓

↓

ふくおか県議会だより 2015年（平成27年）8月発行（7）　第15号



議会事務局の組織と問い合わせ先

※「ふくおか県議会だより」は新聞折り込みでお届けするほか、県の総合庁舎や各地区の県民情報コーナー、県立美術館、県立図書館、クローバープラザ、市町村の窓口、県内ローソン各店舗などにも置いています。
※「ふくおか県議会だより」は点字版およびデイジー版（音声版）CDも発行しています。ご希望の方は、県議会事務局調査課へご連絡ください。

※次号（第16号）の発行は、平成27年11月中旬を予定しています。

■ 議会の庶務、経理　■ 本会議傍聴
■ 議会棟見学　など
TEL 092-643-3823／FAX 092-643-3825
E-mail  gsomu@pref.fukuoka.lg.jp

総 務 課
■ 本会議、委員会などの運営
■ 請願、陳情　■ 会議録作成　など
TEL 092-643-3827／FAX 092-643-3825
E-mail  ggiji@pref.fukuoka.lg.jp

議 事 課

■ 情報公開　■ ホームページ
■ 本紙へのご意見、ご要望　など
TEL 092-643-3832／FAX 092-643-3825
E-mail  gchosa2@pref.fukuoka.lg.jp

調 査 課
■ 議員提出条例の制定・改廃
■ 政策提言に係る企画支援　など
TEL 092-643-3806／FAX 092-643-3825
E-mail  gchosa2@pref.fukuoka.lg.jp

政 策 企 画 支 援 室

※福岡県議会についてのお問い合わせは、県議会事務局の各課・室までお寄せください。

※トピックス記事の中には、議会のホームページで詳しく掲載しているものもありますので、ぜひ、ご覧ください。※トピックス記事の中には、議会のホームページで詳しく掲載しているものもありますので、ぜひ、ご覧ください。

トピックス

九州各県議会議長会によるＴＰＰへの対応に関する要請行動

九州ラグビーフットボール協会会長の県議会訪問

　7月23日、第222回13都道府県議会議長会議が愛知県名古屋市で開催さ
れ、原竹岩海副議長が出席しました。
　同会議は、大都市を有する都道府県（北海道、宮城県、埼玉県、千葉県、
東京都、神奈川県、静岡県、愛知
県、京都府、大阪府、兵庫県、広島
県、福岡県）に共通する問題を解
決すること等を目的としており、今
回は、前回議決した事項の処理報
告や、地方創生に向けた議会の取
り組みについて意見交換等が行わ
れました。

　7月29日、第151回全国都道府県議会議長会定例総会が東京都で開催さ
れ、井上忠敏議長が出席しました。総会では、「平成28年度政府予算編成
並びに施策に関する提言」について、各委員会から報告が行われ、井上議
長が副委員長を務める農林水産環境委員会からは、「食料・農業・農村政
策の推進について」など5議案について、審査結果の報告が行われました。
この後採決が行われ、本提言を決定しました。
　翌30日には、井上議長は、福井県、福島県、岡山県の県議会議長ととも
に、佐藤英道農林水産大臣政務官などに対し、前日決定された提言を手渡
し、意見交換を行うなど精力的に政府への要請活動を行いました。

13都道府県議会議長会議

　7月9日、本県との関わり
が深く、このたび九州ラグ
ビーフットボール協会の会
長に就任された森重隆
氏が県議会を訪問され、
井上忠敏議長、武藤英
治議員と懇談されました。 
　本県は、2019年に日本
で行われる「ラグビーワー

ルドカップ2019」の開催都市に決定しており、その開催によりスポーツ振興は
もとより、地域の活性化や国際交流が大きく進むと期待されています。 
　森会長は、「このワールドカップは、海外から日本に約40万人の方々が来る
と見込まれている」と話され、井上議長は、「大変大きな波及効果がある。福
岡、九州を売り込むチャンスだ」と述べました。

● 9月18日（金）　開      会

● 9月29日（火）　代表質問

● 9月30日（水）　代表質問

● 10月1日（木）　一般質問

● 10月2日（金）　一般質問

９月定例会のスケジュール（予定）
● 10月5日（月）　一 般 質 問

● 10月6日（火）　常任委員会

● 10月7日（水）　常任委員会

● 10月9日（金）　閉　　　会

9/18（金）から
9月定例会が
始まります！
日程は右のとお
りです。傍聴・視
聴の際の参考に
してください。

　7月22日、九州各
県議会議長会（会
長・池畑憲一鹿児
島県議会議長）は、
最終局面を迎えて
いるＴＰＰ（環太平
洋パートナーシップ）
協定交渉の閣僚会合開催を前に、緊急に関係機関に対して要請行動を行
いました。
　本県議会からは井上忠敏議長が参加、自由民主党 谷垣禎一幹事長（写
真）や農林水産省、内閣府に対して、ＴＰＰによって関税などの国境措置が
撤廃された場合、農林水産業をはじめ、関連産業や医療など幅広い分野、
さらには雇用へ大きな影響を及ぼすことが懸念され、「国益が十分に担保さ
れない場合には、交渉からの脱退も辞さないものとすること」など、４項目につ
いて責任を持って対応されるよう要望しました。

　8月5日、井上忠敏議長は、田中利明大分県議会議長、星原透宮崎
県議会議長、外薗勝蔵鹿児島県議会副議長とともに、九州旅客鉄道
（株）、西日本高速道路（株）九州支社を訪問し、東九州軸陸上交通
高速化促進4県議会議長連絡会議の合同要請を行いました。
　西日本高速道路（株）九州支社では北田正彦支社長（写真）へ、
「東九州自動車道の建設促進」について要請書を提出し、工事中
区間の早期完成等について要請を行いました。

　7月17日、平成27年度交通事故
をなくす福岡県県民運動本部総
会が福岡市で開催され、井上忠
敏議長、原竹岩海副議長など多
くの議員が出席しました。
　井上議長は、「昨年の本県の
飲酒運転事故件数は、昭和40年
以降で最も少ない153件となった
が、全国的にはまだ高い水準にあ
る。飲酒運転は重大な犯罪であ
り、絶対に許されるものではない。
『飲酒運転は絶対にしない、させ
ない、許さない』という意識がさら
に定着するよう努めることが大切
であり、県議会としても、交通事故のない安全な社会づくりを推進するため、
鋭意取り組んでいく」と挨拶しました。

交通事故をなくす福岡県県民運動本部総会
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全国都道府県議会議長会定例総会

東九州自動車道の建設促進などを合同要請
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